
授業コード K006201

科目ナンバリン
グコード E20601

第 1 週 ：

第 2 週 ： 教科「福祉」の目標と教育内容（１）目標について 予習：学習指導要領解説の
「目標」について読み，まとめ
る(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

現行学習指導要領及び次期学習指導要領における，教科「福祉」の目標について学び
ます。

○授業計画

学修内容 学修課題（予習・復習）

教科「福祉」の創設とその意義 予習：講義の目的等について
シラバスを確認する(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

教科「福祉」の創設とその意義について理解するために、わが国の「教育構造改革」の内
容とその意義、次期学習指導要領の注目点について学びます。

関連科目 免許取得に必要な全科目

授業の目的

科目は高等学校の教科「福祉」の教員の免許状取得に必要な科目です。
高等学校生徒の福祉観を育み、自らの生活向上やすべての国民の権利擁護を思考できるよき
市民育成を目的にした教育が、学校教育の場で展開できるよう具体的な教育方法について学
び、
教員として創意・工夫に富んだ教育課程を編成し、実践できる基礎能力を身につけることが目標
となります。講義の内容としては，次期学習指導要領をもとに，１．福祉科教育の意義、２．福祉
科の学習指導、３．福祉科の教育課程、４．福祉科の教材研究と評価、５．福祉科授業の方法と
社会福祉の理解、６．福祉科教育法の実際、７．福祉科教諭の資質について扱います。

授業の概要

　講義の前半では、教科としての福祉科を１０歳代後半の高校生に指導する意味・意義などにつ
いて、その教育目標，育成を目指す資質・能力を理解するとともに，次期学習指導要領に示され
る学習内容についてその背景となる社会福祉の概念や内容及び方法から検討していきます。ま
た授業の後半では、前半の授業内容を受け、次期学習指導要領が示す基準に即して、各科目
の取り扱う内容及び指導方法について，様々な学習理論とともに学び，具体的な授業場面を想
定した授業設計を行う方法について講義していきます。さらに実際に教壇に立つ場合を想定し，
様々な学習指導理論について学び，授業案の作成，模擬授業の実施など多様な活動を組み合
わせて実施します。

受講心得
講義の中で教師に必要なミニマム（最低ライン）を求めるので、これに誠実に応え、自ら教職力を
習得している実感を体感してください。

教科書 学習指導要領、高等学校「社会福祉基礎」教科書

参考文献及び指定
図書

講義中に提示します。

必修・選択区分
教職関係科目（必修）
　高等学校教諭一種免許状（福
祉）

単位数 4

履修上の注意また
は履修条件

教職を志望しており、通常のコミュニケーションが可能なこと。教職に期待される役割を習得する
意欲を持つこと。

平成３０年度 授業シラバスの詳細内容

科目名（英） 福祉科教育法 (Teaching Methodology in Welfare  )

担当教員名 河村　裕次、坂口　昌宏

配当学年 3 開講期 通年



第 3 週 ：

第 4 週 ：

第 5 週 ：

第 6 週 ：

第 7 週 ：

第 8 週 ：

第 9 週 ：

教科「福祉」の指導内容の特質と教育方法の検討 予習：教科「福祉」のねらい・
目的について整理する(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

これまでの講義内容を踏まえ，教科「福祉」のねらいを達成する授業設計を行うために，
教科「福祉」の特質に応じた情報機器及び教材の効果的な活用方法について考えます。

学習指導と評価について 予習：握手評価の方法につい
て調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

評価の意義と内容について解説し、教育評価の方法、観点別評価についてについて考
えます。

学習教材の研究 予習：福祉科における学習教
材にあてはまるものについて
調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

福祉科の学習の性格と科目の内容について明らかにし、学習教材の研究・開発、授業
研究の効果的な活用方法について学びます。

学習資料の活用 予習：学習教材・資料の活用
方法について調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

教科書の活用方法、福祉関係の諸資料の活用方法、視聴覚機器の利用とメディアの活
用方法等を学び、実践性のある学習活動の展開を考察します。

教科「福祉」の科目編成と福祉科の教育課程 予習：学習指導要領解説の
「科目の編成」について読み，
まとめる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

現行学習指導要領及び次期学習指導における，教科「福祉」の科目編成及び福祉科の
教育課程の理解を深めることにより，学習指導要領における教科「福祉」，福祉科の全
体構造について学びます。

教科「福祉」の理念・目的と多様な授業方法 予習：教科「福祉」の創設が求
められた背景について調べる
(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

高校福祉科における「福祉教育」の理念・目的をノーマライゼーションの視点から整理
し、福祉意識と歴史認識の重要性について学びます。

教科「福祉」の目標と教育内容（２）教育内容について 予習：学習指導要領解説の
「科目編成」について読み，ま
とめる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

現行学習指導要領及び次期学習指導要領における，教科「福祉」の教育内容について
学びます。



第10週：

第11週：

第12週：

第13週：

第14週：

第15週：

第16週： ボランティア活動の教育法 予習：ボランティア活動につい
て調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

ボランティア活動のキーワードである「自発性」「無償性」の是非を切り口にして、わが国
におけるボランティア活動とアメリカのそれとの違いを明確にし、ボランティアの啓発のた
めの教育法を考えます。

生存権と生活保護問題の教育法 予習：生活保護を取り巻く問題
について調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

ホームレスの人たちの事例を取り上げ、生存権の保障と生活保護についての教育法に
ついて学びます。

バリアフリー推進の教育法 予習：バリアフリーについて調
べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

ノーマライゼーション思想の具現化を進める方法の一つ、バリアフリーについて物理的、
心理的側面から考え、その教育法について学びます。

高齢者問題の教育法 予習：高齢者を取り巻く問題に
ついて調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

高齢者問題が家族の問題であることを視聴覚学習、ジェノグラムの作成を通して認識
し、それらを前提にした体験的教育法について学びます。

児童と家族問題の教育法 予習：子育て（家庭）をr取り巻
く問題について調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

「男女共同参画社会」における父親と母親両性による子育て、育児の社会化と児童の福
祉の視点から捉え、２１世紀の福祉社会の将来像を展望できる教育法を学びます。

「福祉」の概念・理念と教科「福祉」の構造 予習：社会福祉の概念につい
て調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

社会福祉の概念と理念についてキーワードにより理解を深め，教科「福祉」の教育内容
との関連について学びます。

ノーマライゼーション思想の教育法 予習：ノーマライゼーションに
ついて調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

最も差別・偏見を受けやすいといわれる精神障害者の事例を取り上げ、地域で当たり前
に暮らすことができるようになるための教育法を考えます。



第17週：

第18週：

第19週：

第20週：

第21週：

第22週：

第23週：

福祉科指導案の作成手順 予習：指導案の構成について
調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

毎時の指導案について，学習指導案の構成などの基礎的知識と技術について理解し，
指導案作成方法について学びます。

福祉科指導案の作成の実際（１）科目「社会福祉基礎」 予習：社会福祉基礎の単元か
ら１つ選び，その内容につい
て調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

科目「社会福祉基礎」の具体的な授業の一場面を想定し，実際に活用することのできる
指導案を作成し，評価・反省を加えて指導案の修正について検討します。

「こころとからだの理解」，「介護実習」，「福祉情報活用」の内容と指導法 予習：学習指導要領解説の該
当科目について読み，まとめ
る(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

教科「福祉」の科目編成のうち，「こころとからだの理解」，「介護実習」，「福祉情報活用」
の３科目を取り上げ，その内容と取り扱いについて学びます。

福祉科授業の組み立てと構成 予習：授業設計の実際につい
て調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

福祉科授業の組み立て方や進め方について理解し，子どもの実態を踏まえた実践的場
面を想定して実施し，授業設計について検討します。

「社会福祉基礎」，「介護福祉基礎」，「コミュニケーション技術」の内容と指導法 予習：学習指導要領解説の該
当科目について読み，まとめ
る(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

　教科「福祉」の科目編成のうち，「社会福祉基礎」，「介護福祉基礎」，「コミュニケーショ
ン技術」の３科目を取り上げ，その内容と取り扱いについて学びます。

「生活支援技術」，「介護過程」，「介護総合演習」の内容と指導法 予習：学習指導要領解説の該
当科目について読み，まとめ
る(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

教科「福祉」の科目編成のうち，「生活支援技術」，「介護過程」，「介護総合演習」の３科
目を取り上げ，その内容と取り扱いについて学びます。

教科「福祉」をめぐる状況と課題 予習：講義の目的等について
シラバスを確認する(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

こんにちの教科「福祉」をめぐる最新の動向を取り上げ，その教育方法の在り方について
考えていきます。



第24週：

第25週：

第26週：

第27週：

第28週：

第29週：

第30週： 福祉科教諭の資質 予習：教壇に立つうえで求め
られる資質について考え，まと
める(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

教員に求められる資質は、多様な角度から多くの研究がなされていますが、ここでは「生
きる力」と教科「福祉」との相関性の観点から考えます。

福祉科授業の実際と評価・反省（３）科目「コミュニケーション技術」 予習：模擬講義の準備(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

前時に作成・修正した指導案をもとに，実際の授業を想定して模擬授業を行い，相互に
合評し反省と改善の方法について検討します。

教科「福祉」における発展的な学習について 予習：学習指導要領における
発展的な学習について調べる
(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

現行学習指導要領及び次期学習指導要領における発展的な学習についての目的を理
解するとともに，教科「福祉」における①理解をより深める学習，②理解をより広げる学
習，③進んだ内容について学習について，具体的な学習内容について検討していきま
す。

福祉科授業の実際と評価・反省（２）科目「介護福祉基礎」 予習：模擬講義の準備(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

前時に作成・修正した指導案をもとに，実際の授業を想定して模擬授業を行い，相互に
合評し反省と改善の方法について検討します。

福祉科指導案の作成の実際（３）科目「コミュニケーション技術」 予習：コミュニケーション技術
の単元から1つ選び，その内
容について調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

科目「コミュニケーション技術」の具体的な授業の一場面を想定し，実際に活用すること
のできる指導案を作成し，評価・反省を加えて指導案の修正について検討します。

福祉科授業の実際と評価・反省（１）科目「社会福祉基礎」 予習：模擬講義の準備(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

前時に作成・修正した指導案をもとに，実際の授業を想定して模擬授業を行い，相互に
合評し反省と改善の方法について検討します。

福祉科指導案の作成の実際（２）科目「介護福祉基礎」 予習：介護福祉基礎の単元か
ら1つ選び，その内容について
調べる(1h)
復習：配布資料，板書等をもと
に要点をまとめる(1h)

科目「介護福祉基礎」の具体的な授業の一場面を想定し，実際に活用することのできる
指導案を作成し，評価・反省を加えて指導案の修正について検討します。



第31週：

合計欄 105点

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等
（提出物）

・講義内容から課題を出し、レポートを求めます。授業案の作成を特に重視します。

発表・その他
（無形成果）

・参加態度は、積極性や意欲、受講生仲間への配慮や責任感、誠実さなど、教師として求められ
る資質について評価します。

【思考・判断・創造】
※「考え抜く力」を含む。 20点 5点

（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係
を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会
に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

【知識・理解】
※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。
20点 5点

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】
※「専門能力〈知識の活用〉」「チー
ムで働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

10点 10点

○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評
価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等
（テスト）

レポート・作品等
（提出物）

発表・その他
（無形成果）

【関心・意欲・態度】
※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。
20点 5点 10点

【知識・理解】
知識や理解について毎時簡単な質問をする際に応えられるよう復習すること。

【技能・表現・コミュニ
ケーション】

発問への応答、感想記録などにきちんと対応すること。

【思考・判断・創
造】

聴く、記す、読む、書く、指導案に即して授業を想定するなでの全活動に良習慣を習得するよう努
力すること。

地域志向科目

備考
授業の形式　受講生数に応じて、講義、演習、検索、記録・記述・分析、報告、模擬授業などを組
み合わせます。
授業の形式は、受講生数に応じて組み合わせが異なります。

○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態
度】

受講生が、ノートを取りながら聴講する活動、演習に参加する態度、調査課題について諸資料を
検索する活動、記述など文章化する活動、報告、模擬授業などを通して、それぞれの能力を受
講前と比べて向上したと実感できること。

授業の運営方法

（１）授業の形式

（２）複数担当の場合の方式 「共同担当方式」

（３）アクティブ・ラーニング

定期テスト 予習：これまでの配布資料，
板書等を整理するとともに，講
義内容について振り返る(1h)

これまでの講義内容についての試験を行います


